C小学校　３年生（１組34人、２組35人）　「総合的な学習の時間」自転車パート　学習の流れ

自転車の“ふしぎ”を発見しよう！（全16～20時間）

ねらい：関心度の高い自転車利用という視点から、安全運転を学ぶとともに、

ルールやマナー遵守などの社会参加に対する素地をつくる。







自転車の“ふしぎ”を調査しよう！





発表を聞いて“ふしぎ”を発見しよう





(4～6)自転車おじさん解説にて時間削減も可能？








●グループ別に「しらべ」実施“（ワークシート②活用）。





(2～3)











●“ふしぎMAP（出てきたふしぎ一覧とマッピングした地図）”をもとに思い出しながら、解説。


●「しらべ」準備として個別“ふしぎ”の調べ方についてサジェッション。


●調べたい“ふしぎ”別にグループ分け


●「しらべ準備」をグループで行なう（ワークシート②活用）。





自転車の“ふしぎMAP”を研究しよう





(2)








例）ブレーキなど構造的なふしぎ、二人乗りなど危険走行のふしぎ、ルール・マナーに関するふしぎ、


なぜみんな自転車に乗るのか？、どんなところが危険なのか？なぜ盗まれるのか？　etc








自転車の“ふしぎ”を考えよう！





●導入自転車クイズ→関心喚起


●“ふしぎ”ワークショップ（ワークシート①活用）


ペアになり、お互いの楽しかった、こわかった経験（場所情報も）をインタビューし、発表。


「課題のタマゴ」としての“ふしぎ”を抽出する。











●個別“ふしぎ”について関心を膨らませ解説（“ふしぎ”の答えは出さない）


※楽しい・こわい箇所については拡大地図にマッピング




















(4～6？)











発表準備＆発表





表現例）・注意が必要な場所MAP作成　　・自転車のよい点、悪い点の発表


・他学年に対して交通安全講習　・独自の自転車免許（ルールブック）の作成


・啓発ポスタービラの作成　・独自の交通安全標識の作成　　etc








(2～3)








●“ふしぎ＜課題＞”グループ別に第三者に伝える方法＜課題解決法＞を考える。





 “ふしぎ”をみんなに知ってもらおう！





(2～3)








●グループごとで“ふしぎ”の調査結果を発表。


●発表を聞いて自分が一番関心のある“ふしぎ＜課題＞”を選び、感想をまとめる。





●「しらべ」のまとめ“（ワークシート②活用）。





しらべ例）自転車が楽しい場所探検、危ない場所探検、自転車乗り方実験、まちの大人マナー調査、


駐輪場調査、おまわりさん調査、自転車屋さん調査、インターネットで調べる　etc











